































まず本題 に入 る前に ここに失敗談をエ ビ
ソー ドとしてのせたい。私はずっと対象となる






















































































鶏舎 の 古い、物 凄 い古 い、 あの、 工場 だ
か、 … 工場 だな。 ち ょっ と改造 して、15
坪 ぐらいの とこで プ レスー 台。昔 だか ら蛍
光灯 は一個 だけか な。薄暗 い とこで始 めた
だね。 その 日に造 ったやつ は、す ぐに、あ
の、表へ置 いて乾 いただね。
昔 はほいだで、あの、あれ じゃん、今で こ
そ、表に干 さんで乾燥でみ なや っちゃ うけ
ど、 わて、表 に天 日干 し して、 表 に干 し
ち ゃ、やって来たわ けじゃん。一 日に作 る
個数 も今 と比べた ら少 なか った し。
一 日 に最 初 の 頃 なん か、 あれ じ ゃ な い














白地屋 さん、俺 の頃か らほいだで、一一気 に
増 えてきた じゃないの。昔か らの鬼屋 さん
は10軒 か15軒 じゃなかっ たのかな。 ほ
うい うとこへ、勤め とった人 ら等が独立 し
て。ヤ マキ鬼瓦の、教 えて もらった親父 さ
ん も鬼金 さんって とこへ習 いに行 って て、




毎 月の要 る費用 が少なか った とい うのか 、
わ りか し、 そんな、あの、難儀せんで も、
わ りか し楽 に来 れただ けどね。 けっ こう、
あの、他の業種 か ら比べ る と、 けっ こう、
率が良か った じゃないか な。 多分。
ほ りゃ、(昭和)48年 ぐらい に、あの、今




結局、ほ うや って今 まで は石膏型 だ とか手
で作 っ とった品物が機械化 して も、値段が
おんな じぐらいの値段 で売 れて っち ゃっ
たわ け。一 日に10個 作 るのが、機械でや




















器用 な人 ってい うと私 の父親か ねえ。自慢
じゃないん です け ど、あ の昔 、デ ン ソー
行っ とった ときに、あの、鉄筋の家、鉄筋
の家 をね え、 あの、作 った人 なんです よ。
だか ら、なか なか、 その、一 本気 で、 ま









たとい う絵が何枚 も飾 られていた。(第2図参
照)
あ一、 小 さい頃 にね え、 特 別(才 能 が)
あった とは思えないです け どねえ。 で も、
落書 きは好 きなほ うで して…。
で も、 まあ、(今は)絵 を趣 味で描いて る
んですけ どね。 う一ん とねえ、パ ステル と






















性格が出 るんです よ。こうや って見る とね。
だか らいつ もや っぱ り謙虚 な気持 ちで、
やっぱ り鬼 を作ってほしいなあ と思 うん
ですよ。
そ して次 の よ うに敦が作 った 鬼を評価 して い
た。(第3図 参照)
意外 と真面 目なのかね。 これ、私が言 う と
可笑 しいです けど。 この一、昔の職 人 さん
気質 が ち ょっ とあ るよ うな気が す るんで
す けど。 どうで しょうか、見て…。
山下鬼瓦
田戸 にあ った山下鬼瓦 白地 の工場 を訪れ た
のは平成ll年(1999)8月31日 の事であ る。
この時、初 めて山 下敦 に出会った。昭和45年
(1970)9月17日生 まれの茶髪 のヤ ンキーな感
じの29歳 に まさにな らん とす る頃 であ った。
しゃ か ら だ
その斜 に構 えた身体か らフッ フツ とした情熱 ・
情念 の ような ものが溢れ ていた。ビックリした
のは、敦 が作 った鬼を見てか らで あった。 三州
の鬼 とは明 らかに違 うシ ャー プな感 じが す る
鬼 であった。一 目見 て、「この子 は出来 る」 と
思 った。それが最初の出会 いで ある。当時すで
あらわ




















































やっ ぱ り、 プ レス とい うの はす ぐや れ る
じゃんね。誰で も。一番 も とになるの は技
術 じゃんね。一番 もとになるのは…。
あの、どんな仕事が、あの、舞 い込んで き
て も、「ああ、 よ うござい ます。す ぐ作 り
ます」って、ほ うい うふ うだ と、 まだ今、
現在 だ って け っ こ う忙 し くや っ て け る
じゃんね。技術 を身 につ けて おけば、食
いっぱ ぐれが無 い とい うことじゃないの。
あ る程度そ うやって、出来ん中で、プライ
ドもあ るし、ほんな とこじゃないか な。 プ





まあ、学歴 どうの こうのってい うよ りもね
え、あの一、先 どうや って行 くのか しらっ
で、 あの一、 鬼の修 業 に行 き ますで し ょ
う。子供、本 当にその まま給料な しで ね。
あの、 行 くわ けです よ。 で も、最初、 あ
の、自転 車乗 って、あの一、往 復す るんで
す けどね、家 と。私 が ここで(田 戸工場)
働いて帰 ってい くわ けです よ。5時 にな る
と帰 るんです よ。5時 にな ると途中で息子
の 自転車で帰 るあれが見 えるんで すよ。そ
うす る と、 あの、後 姿見て、 もう本 当に、
あの、 「何 とかがん ばってほ しいな」 って
いう、そんな気持 ちだ け…。で も、最初本




か し、本人は全 く事の重大 さがわかっていな
かった。 しか し、敦が高校を16歳で辞め、両





入ることの重要性 は私 自身が沢山の鬼師か ら
話を聞 く中で何度も耳に し、実際にその違い




自然な滑 らか さが宿 らず、反対にぎこちない
言葉 になるの と限 りな く似てい る現象であ
る。単なる知識のレベルにとどまらず、本人
さえもうまく説明で きない身体知のレベルへ
と移行 して しまう。 この境界の内側 に入 るか












丸市 さん、家紋屋 さんが あるで しょ。 も う
今、ほ とん ど手作 りの鬼瓦 はや って ないん
だ け ど。そ こに三 ヶ月間。もう今亡 くなっ
て死ん じゃったんです け ど、神谷正男 さん
て方が そこにみ えて、その人の下で三 ヶ月
間ですか…。 ま、ほいで三 ヶ月た った とき
に、 ま、 自分 は若 くて、何 とい うか、「こ
いつ はや る気が無 い」みたいに取 られたの
かわか らないです け ど、あ る日、突然、「お




毎 日通ってないす けど、遊んでば っかで。
しかし、そのやる気の無い敦ではあったが、不
思議 と丸市で何を したかはしっか りと覚えて
いた。
え ぶ りだい一番、初 め て行 った時、柄振 台。 字入 り
かな
の。 あれをひたす ら、あの、初 めて、金べ
ら持 って磨 きました。
さ らに敦は本人 に とって最 も重要な体験 を
語ってくれた。
ほいで、 そん時 、丸市 さん の社長 …、 あ
あっ とね、今 の、加藤元彦 さんか な…。 あ
の人が後 ろか ら、 こ うや って持 って くれ
て、 「こうや ってや るんだぞ」 って。
あれ が で す ね、 意 外 と大 きか っ た よ う
な…。






手取 り…、 う一ん。一瞬だ けっす よ。
あ と何や ったか な…。影 盛。型起 こ しの。
起 して磨 い て シビを彫 る。 彫 って ま した
ね。教えて もらいなが ら。あんな もん彫 れ
るわけないんすけ ど。
それ ぐらい しか…。あ と、ほ とん ど行って
ないっすね。そ うす る と、(笑い)何 日おっ
たんかな…。三 ヶ月 もお らんかったか な。
(笑い)
ほいで、 「来 んで もい い よ」 ってふ うで、





だ とか、ああい うのは習ったか もわか らん
すね。
神谷 さん の奥 さんが そん時 に一緒 に…。














当時 は、バ ブル じゃないっすか。 ほす と、
自分 一番 若い じゃ ないすか。要 は、雑用
ばっかす よ。
雑用 ばっかすね。窯積み、窯 出 し、粘土荒
地 出 し、 トラック積み。 もうそん な毎 日。







れて何 もしな くなって もおか しくない状況で
あろう。
ほいで も、あ る程度 は作 らせて もらった。
















はな く、「スミマセン」 とかいって話 しかけて
いたという。
たね
種 じい さんが、じいさんが、割 りに褒めて
くれ て。 そ うっす ね、「仕事綺 麗 にや る」
だ とか…。
まあ、厳 しか った けど、 ほんで、 「お前 は
素質が あ る」 って言 って くれ たんです よ。
それ まで一 言 も言 って くれ た こ とがな い
んです よ。
褒 めて くれて、そ りゃ、可愛が って もらい
ま したね。
何か作 った ときに見取 るんす よ、毎回。 そ
りゃ、今 考え るととて もじゃあないが、採
算合 わん よ うな。
時 間か けて、ず っ と磨 いて。 ほ りゃ、 ま
あ、誰 も綺麗 にな るわ ぐらいの。
見取 って くれ て。 「ああ、綺麗だな」。 山本
さん(山 本種次)も 、種次 さん も、綺麗 な
仕事 をす る人だった もんすか ら。もう、「こ
の子 、割 りに綺麗 にや るな」 ってい うふ う
で、割 に 目掛 けて くれ るようにな って。
普通、職人は自分の仕事だけに集中して他人の
面倒は見ないものである。まして、敦はもっぱ


















そ うなんす よ。 「お一い、ず って くれ」っ
て言われた とき、下 降 りてって、 「よっ こ
い しょ」ってやって…。
一 回ですね。 あの人、足音 な しによって来
るんす よ。 二階で、こうや ってて。 なんか
ビン付影盛 かなんかの。石膏型作 りのやつ
を。磨 いて、こ う置 い といたんすよ。二 っ
ぐらいっすね。
ほ した ら、音 もな しに、こうやって見取 っ
て…、「この雲 の芯 の入れ方、 こいつ はい
いな」って。 「こいつはあかん なあ」って。
(義照が コメン トを)言 った らです ね、隣
の種 次 さんが です ね、 ダー ってや って来
て、 「おい、俺の弟子 に何教 え とるだ」 み
たいに喧嘩 になっちゃって、ほいで、こっ
ちに飛 んで、「下 いっち まえ」みたいな…。

















自分 もお とな しかった もんすか ら、休 憩の
ときで も、ず っ と下 向い とった し。 今みた




屋根の のっ とるやつ を見 て、 「あの鬼 はえ
えなあ」 とか、「あの盆 栽はいいそ」 とか。
「いいな」 って言 われ るとそれが いいなっ
て思 っち ゃう じゃない っすか。 まあ、単
純 っす。(笑い)は い。
一方の種次は鬼瓦作 りの指導を敦に対 して し
ていた。
重たい もの を台か ら降 ろ してあげ ると、こ

















仕事(雑 用)を す るの は嫌 だけ ど、 ああ、
でも、(鬼瓦 を作 るのは)好 きで も、…、な
いけど…。
種次 さん とか、昔、見 とって、 「かっ こい
いな」 っ と思った し…。「憧 れ」みたいな
もんはあったけ ど。 あの う、種次 さん、こ
こ(台)足 乗 っ け て、 当時。 も う死 ん
じゃってお らんけ ど。
タバ コ くわえなが ら、 こうや って磨 いて、















事があった ら、 いつで も来て くれれば教 え
るよ」って。親父 さん(武 雄)が 言って く
れ たんす よ。 それか ら、あの う、…それか


































(山本鬼瓦へ)い っ とった ときも仕事 して
ないわけな もんすか ら、うち帰 って来 た ら
余計 に仕 事 なんか しな いっす よ。(笑 い)







「経 ノ巻作 ってみ たいな」みたいな。 そっ
す と、 カネ コさん とこ行 って、 「図面 って
どうい うふ うに描 いた らいいすか」み たい
な。 そ した ら、「これ あ るか ら、使 ってみ






なんせ、あん ま作ってなかったす よ。ほ と
ん ど作 って ないっすね。普通その頃にな っ
て くると、22,3,4,5ぐらいになって く
ると、真面 目にやって る子 は よっぽ ど作 っ











ち ょこち ょこ、なんか、金型 の原型 、大将
(久男)が 「いや あ、や ってみんか」 って
や って。
今 で は考 え られ ん くらいの時 間 もかか る
し、形 も悪 い し、よ うあん なんで、金型 に
しち ゃった なあってや つが い くつか あ る
ん だけ ど。 まあ、や って ましたね。
で も、基本、遊んで ま したよ、ず っ と…。
山本鬼瓦の時代 とは形態は変わったがカネコ







カネ コさん行って も、あっ、最初行 った と
きに、兼子 さんの吸っ とった タバ コ と同 じ
や つ吸ってみた りだ とか。鬼作 るほ うは全





























していた敦 は、あ る時 、不思議 な事 に気づ く。
型作 って、作 ると、作 って も傷が出 るんす
よ。 ある時 に、なんか、静岡の ブローカー
屋 さんか ら、なんか、ちっ こいカエズが来
たんすよ。 そ一す る と、一品 もんで作 ると
傷が わ りになか ったんす よ。
「あっかん、俺、や っぱ、石膏 型起 こ し向
いてねえなあ」 って。
そ っか ら一品 もん に こだわ る ようにな り
ましたね。あえて型作 らん ように。自分 に





そうす ると、型作 り嫌 いになる じゃないっ
すか。一 品物 のほ うが ち ょっ と出来が 良 く





























自分 も車 で見 に行 って写真 とって。 また、




そ うい うのを見 て、ああ、そ うい う腕 のい
い人が作 ったやつだった ら、自分 も負 けず
に同 じものを。 同 じ物 を作れたな らば、ま
あ、自分 も、まあ、腕が いい ことになるな
あ と。 ま、最初 は そ うい う考 えで、見 て
作 ったんです よ。









口の立つ、なん とも、何て い うのか な、「思
いが伝 わって くる」 って い うの か。 ほん
と、職人なんです よ。作務衣 って ある じゃ
一62一
鬼師の世界 (13)
ないで すか。 あれ 着て、いつ も、こう、仕
事 して、髪 の毛長 くて、か っこいいんです
よ。 ただの 「憧れ」で すか。
一品 もんでや る ようになったけ ど、そんな
注文 もほ とん どない し。趣味 みたいな もん
で すよ。 ほん とに趣 味で。
そ ういった流れ の中にいた山下敦 に平成ll年
(1999)8月31日に鬼師の フィール ドワー クを
始 めていた私が初 めて出会 ったのである。その
時 に見た敦 の作 った鬼が まさに静岡流 、鬼秀流
だった。(第4図参照)当 時 は私 はその鬼が何流
か は知 るはず もなか った。 しか し、何 と新鮮に
見 えたこ とか。素人で も見分けが付 くほ ど流儀
が違 って いた。 この ように20代 後半は遊 びに
夢 中になって いた敦の心 に 「理想 の鬼師」が宿
り、それをはっ きりと意識 す るようになってい
た頃であ る。 その理想の鬼師が具体的 には 「鬼
秀」だったのである。 鬼秀にあ こがれていた敦
が その年(1999)の鬼師の会特別展 、「鬼 文化
江戸、東京物語展」 に出品 するために精魂 を込
めて作ったのが、鬼瓦 の影盛 であ る。(第5図 参
照)
そん ときに うちの親 父 さん と、 あ っちで
(田戸 」二場)プ レスや っ とって、仕事 もし
てな いの に給 料 もらって、や っ とった時
に、「影 盛 一個 作 って み ようかな」 って。
「鬼師の会があ るで」って。 それで作 って。


































メチ ャクチ ャ緊張 しま した よ。「おい、 オ










え らい、快 く迎 え入れ て くれて。ほいで、
初 日に な ん を や っ た か な あ …。 柄 振 台
と…、あ と何か磨 いたんす よ。
「お う、 お前、綺麗 な仕 事す るな」 って。
後 、おっ きいお寺 一つやったんす よ。それ
が忙 しくて。 ほいで、足の雲 を皮張 って、
裏張 って、表 張 って、雲 を途 中 まで 作 っ
て。ほいで、自信が なか った もんすか ら…。
ほいで も、まあ、あ る程度、見 よう見 まね
で。 ほ いで、 そ こ までや って、 「帰 りま
す」 って。(笑 い)「あかん、ち ょっ と何 か
用事 がで きた」 とか言 って。
鬼秀はそんな敦に対 して次のように言ったと
いう。
寂 しいな。 まあ、いいや。 また来 いや。
敦は記念 に図面 をその ときもらって帰ってい

































(自分 は)静 岡 の 菊が 得 意 じ ゃな いっ す
か。 ち ょうど修善寺(の 鬼瓦)に 菊 があっ
て。 「あっ、これやっていい っすか」 って。
(兼子 さんが)「いい よ」って。 それで持 っ
て きて、復元 したのが出来 が良 くて。
結果、敦の修善寺の鬼瓦が綺麗に仕上が り、出






























んすけ ど。龍、で も復元、けっ こう出来 は












それに して も何 という敦の変貌ぶ りであろう
か。宮大工の棟梁が才能を認めて話 しかけるま
でに敦は成長 したのだ。一一種の英雄が誕生する

















「家 は厳 しいそ」 って言 われ、「ほい じゃあ
やめ ときます」って。
そん なす げえ男だ とは知 らんか った し…。
門前で…、そ うっすね。か とい ってその頃
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実際、会 う と無視 され ます け ど。「お っ、
嫌 な野 郎だな、 この人は」 って。(笑い)
そ して、敦はその心の うちを叫ぶのであ る。




(白鳳 さんが)き て、ほいで、鬼面 と、なん
か経 ノ巻で、注文 をバー ンって くれて。 自
分 …、出来 ると思 っとったんす よ。あの頃。
あの人(白 鳳)、「まだ出来て ないのか、ま
だ出来 てな いのか」 って、催 促 がひ ど く
て…。
ほいで、 自分 も全 然技 法が なか ったん す
よ。 ほ 一 した ら、 作 っ たの は良 い け ど、
パ ッカー ン、パ ッカー ン、割 れち ゃって、
全部。
ほいで、 まあ、「こんな人の仕事 は絶対や
らん ぞ」 ぐらいの…。 自分 も思った し、向
こうも 「こんな とこ、絶対(注 文 を)出 さ
ん ぞ」 ぐらい。
こういった闘志は以前には全 くなかった もの






















図面 も らって、ほいで、家で作 りました。
ほいで、その ときに経 ノ巻だ とか、ああい
うやつのわか らん事が あった ら、務 さん と
こ行 って ち ょ っ と聞 い た り、 話 も させ
て…。 もう、ほん と、ちょっ と話 させて も
らった ぐらいの もん すね。
実 は務 は それ か ら しば ら くす る とい きな り亡
くな って しまったので ある。平成17年(2005)
10月16日の事で あった。敦 と務が交わ ったの







「山下君 が来 たね」 って顔 は覚 えて もらえ
る ぐらいの付 き合い はしてい ました。
事実、務は私に 「山下君 という子が最近来て仕
事を手伝っていてくれている」といい、「なか







十分に作 りなれておらず、 これか ら変身を起
す直前に敦はいたことになる。そうした時期















二年、土曜 日半 日だけ。 あれ も大 きかった
です よ。暇だ ったんす よ。注文 もな くて。
敦は西尾市にある丸六 さん とい う瓦屋へ手作
り瓦を習いに行ったのであった。
今で言 う、基本 的な プレスが出 る前の作 り
方 っすね。一通 り、手習いっすね。 も う、
これ は弟子入 りした って感 じの。習 った っ
て感 じっす よね。瓦 の部品 も、社寺 もん、
民家 もん、 あの一通 り作 りま したね。
二年.ほ いで、そ この瓦屋 さんの道具 を全
部引 き取 って、そん中で、瓦の使 い方だ と


































のが、鬼瓦 と瓦の関連性 に目が届 くようにな
り、その使い勝手のよさを意識 したつ くりに気
を配るようになったのである。
鬼 は、あの う、瓦の一部だ もんで、全体 を
や っぱ知 っ とらないか んって ことで。ある
程度、知れ たってい うのが …。
一方の白鳳の変化を敦は次のように言 う。
も詳 しい し。 ほいで、どん どんやって くな
かで、 た まに鬼 もや るようにな って…。
ほいで 、一緒 に、こう…、白鳳 さんの場合
だ と、自分 、型作 った ら呼んで、す ぐ見て
もらうんす よ。
「山下君 、 こ こは も うち ょっ と、 ここ…」
とか。 ほす と、確 かにいいんす よ。柔 らか
くていいんす よ。それ を続 けて って、どん
どん気 、合 うようにな って来て。
東本願 寺の瓦 を白鳳 さん作 って、自分で手
で作 るようになったんす よ。その 白鳳 さん
が。ほ した ら、あの う、作 る人の苦労だ と
か、こうい うの、ある程度わか って きて …。
ほいで、何年か、原型、金型 の、原 型っす















白鳳 さん も腕 はね えけ ど…、詳 しいんす
よ。瓦 とか…。
施工 に関 して も詳 しい し、ほいで、えらい
気の利 いた…、みんなが知 らん ようなこ と
・・








それ が どん どん気が 合 うよ うにな って く
る と…。今、す ごいっすよ。文化財級 の唐
草で も…、来 て、 自分作 るじゃないすか。
値段 もな し。 ほいか ら、値段 も自分 の言 っ
た値段で くれ るし。「職 人はい じめちゃい
かん よなあ」って…。 ころっ と人が変 わっ
ち ゃって。そ こか らえらい付 き合 いや す く
て。
ほいで、何せ詳 しいんす よ。研究熱心 で。
この人、た まに来 ると、二時間 も三時間 も
あの人 しゃべ って くん だ け ど。 そんなか
で、色んな知識的 なもの を聞 いて…。
最 初、 え らい大嫌 いだ った んす け ど。今
じゃ、あの う、い ろんな知識的 な…。先生
みたいな…、はい。
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(笑い)ほ いだ け変 わる もんす よ。 それが











その微妙な手直 しをす ぐに躊躇無 しに、見立て
た本人の前で、行う技量がある。その場で見立
ての良 し悪 しが現前化す るのである。これは






互いに 「見 る」、「見られる」の鏡像的関係 とい
えよう。





で、ああで もね え、こうで もねえ…。 白鳳
さん、そ こに座 って、一緒 に。
「こうっすか」 って…。 ミリとかほの ぐら
いの世界 っす よ。ちょっ と直 して。また…、
そこで直す…。
「お前 もよう見 られ なが ら直 すな」って言
う。
直 して、二 人で、 こう見て…。 「うん、だ
いぶ よ うな りま した ね」 って。 これ で一・
日。 「検 査に持 ってって くるわ」 って。
ほ い で 、
て っ て 。
ビニー ル囲 って、滋 賀県、持 っ
一発合格。
若葉 で も、あの う、紋帳見 る と、葵の紋だ
とか、全部、自然の もの…。 なんす よ。本
当は…。 自然 に咲 いてい るものだ とか、花
だ とか…。
その、一発 合格 って、 あん ま しないんす
よ、 普通、 業界。 あれ を、 よ く、「落 ち」
となって。
そ うす ると、(白鳳 さんは)わ ざわ ざ持 っ
て きて…、花 の写真持 って来 て…。
家紋一つで も、みんな、例 えぼ紋 を彫 る と
ぺた一っ と彫 っちゃ うんす よ。そ うじゃな
くて、 もうち ょい、 こう…、花 な ら、 こ
う、花 ら しく。葉 っぱなら…、ち ょっ と硬
い葉 っぱな ら硬 く。 えらい、作 りとして手




回の手直 しを命 じられるのはあた り前なので
ある。
もう絶対 つ きます。つ けるのが仕事で すか
らね。 だけ ど、それ な りの ものをや っぱ り
こっちが持って くと、向 こうもわか るじゃ




白鳳 こと杉浦達雄 と敦 は 「見 る」、「見 られ る」
の絶妙の関係 を とりなが ら、敦 自らの鬼師の世
界 をよ り豊か に、より細 やかに、よ り力強 く構
築 して きて いる。 白鳳 もまた師 といえ よう。
あの人 の存在 は大 きい っす よね。 自分 に
とっちゃ。 まあ、細か いもんが、白鳳 さん












夜 なべ してい ると、何時 ぐらいかな…、10
時 とか…な ると、パ ーって暑 くな る時 があ
るんすよ。
なんか吸った り吐いた り… します よ。呼吸
す るって よ く言 うじゃない っすか。ほす と
湿度は上が ってないけ ど、湿度が あって、
上が るみたい。
夏場 なんか ようわか るんす けど。急 に、ぶ
わ一、 じと一 っ として来た り。ほいで後、
急に 「涼 しいな」ってな った り…。
これが っすね、5時 に上が っちゃわか らな




ここ、壁 あるじゃないですか。 これ、今 じゃ
なかなかない、え らい上手な感 じらしいっ
す よ。やっぱ、 ここは作 るに適 した…、良
い仕事場 っすよ。メチ ャクチャ良 いっす よ。






も う、普通、そ こそ こ二尺 ぐらいの経 ノ巻
になる と、あの、どっかで、こてんって倒
した り、ピッと来 た ら、埋 めてやった りと
か、 そうい う作業 はな しです よ…。
全体に綺麗に乾 く。
このことは別の言葉でいうと、手作 りによる物




































全体に良 くな く作 り直 しになっている。その
後、次の注文は敦一人に来た。前回で鬼を監督
する人が要求する水準が見えたのである。検査















「信仰心」みたいな ものが見 えて るんす よ。
見 る目があ る…。気分 的な もの もあ ると思
うんす けど、 その 日の っすね。
いろんな文化財 見 とるし、あ と、いろんな
美術館行 って、いろんな もん研 究 して、…。






1ミ リぐらいっすね。1ミ リない ところを、
ここを ピュッと取って…。「どこですか」っ
て。 目の前で直 して…。
ここで、直 したんすけ ど。「うん、 いいで
しょう」 ってい うふ うで。






そ うす る とで すね。一回失敗 して る じゃな
いで すか。 「絶対逃が さんぞ」ってい う…。
もう、ほいで、金 も考 えず に、時間 も考 え
ず、メチ ャクチャ磨 きま しね。型 に したん
すよ。型 に した後 に、全面へ ら当てて、全
面 、一個一個彫 った ように作 る。
ま あ、 細 か い …指摘 を直 して、 ほ いで、
作 った ら、とて も印象 が良 くて。 それか ら
ずっ と作 り続 けれたんだ けど。


















コンマ何 ミリ とかのず れはあ るんす け ど。
全体、パ ンッと見て、真 っ直 ぐピシ ッと芯
通 って、左 右 ピッ と来 とって、 なおかっ、
手作 り感 もあって、それ以上の何かがパ ー
ンっ と出て る感 じが 出 るの にえ らい苦労
しま したよ。












作った人の、当時 の信仰心 に負 けん ぐらい
の。 ほいで、 なおか つ、要 は、 「もとのや
つ よ りいい物を作 るぞ」ぐらいの気持 ちっ
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すね。なか なか腕がつ いて こんで いかんす
け ど…。
いっす よ。 そ うい う、目に見 えん差がや っ
ぱ りね、 なんか、有 るよ うな気が する。







東本願寺 って浄土真宗 で したっ け。確か。
あっこの…平瓦 と全部、瓦、確 か、三河地
方でや った じゃないかな、当時。 そん時に
「信仰心」 っすよ。
お寺 とかお坊 さんに対す る 「信仰心」で一
枚一枚切 って、一枚一枚磨 いて。一枚一枚
細かい面を とって。
ほ いで、今度、 窯 に。今 の窯 じゃない け
ど、昔 のだる ま窯 かなんか知 らんけ ど。穴
か なんか に積 んで、心 込 めて作 る じゃな
いっすか。
お寺に作 るもんすか ら、仏像が あって、建
物があって、それ を守 る瓦。 その ぐらいの



























































に当たる山下敦は山下鬼瓦白地 を継 ぐ人物 と
して今に存在 しても決 しておか しくない。 し
かし、初代の山下久男の決断 と導 きにより、16






















事に山下敦が主 になって関わ り、鬼瓦 を作っ
ている。現在では三州の手作 り鬼師の中で若






あ る。 それ は本 人 も大 な り小 な り自覚 して い
るよ うで ある。 皇居 の物件 につ いての敦 の言
葉が その こ とを明 白に示 している。(第10,ll,
12,13図参照)
一番運が良か ったのは、要 は、自分 は、こ
ういうの得意 なんすよ。鬼秀 さんみ たいに
鬼面が こん な ところに、バーバー載 っ とっ
た ら、多分 、自分 じゃ勤 ま らんか った と思
うし。
たまたま得意分野で…。
そ うなんす よ。運 も有 ります よね。運 と縁
とみんなのサポー トと。
まあ、やっぱ、こうい うのは、自分で言 っ
ち ゃああれだ けど、来 るべ き、来 るべ くし





傷 は無 い方が 良いか ら…、かつ、自分の 目
指す のは、形 も良 くて、ちゃん と瓦 として
機能 して、ほいで、なおかつ装飾 も柔 らか
くて、 「ウォー」 って なるよ うな。
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